
大瀧山福生寺仁王門 

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた おおたきさんふくしょうじにおうもん

所在地 備前市大内

指定年月日 平成18年3月17日

解説

応永4年(1397)に足利義満が本堂とともに
建立したと伝えられ、施主札や使用されて
いる材から元和9年(1623)に改築されたと
判断される(一説には改築ではなく、建
立)。この改築時に、古材を切ったため、や
や低めに見える。三間一戸八脚門、入母
屋造。康正元年(1455)の兵火では、この仁
王門と三重塔だけが逃れた。室町時代の
建築様式をよく伝えている。

アクセス方法
JR伊部駅から車で約10分，宇野バス「大
内」バス停から徒歩約40分

公開状況 外観のみ

設備

備考


